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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年10月期 8,600 △2.4 △213 － △170 － △436 －

2023年10月期 8,816 △2.4 14 △94.7 15 △95.5 2 △99.2

（注）包括利益 2024年10月期 △679百万円 （－％） 2023年10月期 178百万円（△68.3％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年10月期 △17.76 － △11.1 △1.7 △2.5

2023年10月期 0.11 － 0.1 0.1 0.2

（参考）持分法投資損益 2024年10月期 2百万円 2023年10月期 △11百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年10月期 9,293 3,570 38.4 145.14

2023年10月期 11,170 4,298 38.5 174.75

（参考）自己資本 2024年10月期 3,570百万円 2023年10月期 4,298百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2024年10月期 △481 △563 △583 1,999

2023年10月期 245 △206 △416 3,627

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当率
（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年10月期 － 0.00 － 2.00 2.00 49 － 1.1

2024年10月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －

2025年10月期（予想） － 0.00 － 2.00 2.00 98.4

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,000 4.6 100 － 120 － 50 － 2.03

１．2024年10月期の連結業績（2023年11月１日～2024年10月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

（注）2024年10月期における１株当たり期末配当金について、２円から無配に変更しております。詳細については、本日
　　（2024年12月13日）公表いたしました「配当予想の修正（無配）等に関するお知らせ」をご覧ください。

３．2025年10月期の連結業績予想（2024年11月１日～2025年10月31日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年10月期 24,650,800株 2023年10月期 24,650,800株
②  期末自己株式数 2024年10月期 52,690株 2023年10月期 52,690株
③  期中平均株式数 2024年10月期 24,598,110株 2023年10月期 24,598,110株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年10月期 521 △5.5 100 △27.8 △421 － △598 －

2023年10月期 551 △4.4 139 △10.0 100 △67.8 58 △78.5

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2024年10月期 △24.33 －

2023年10月期 2.38 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年10月期 6,216 3,866 62.2 157.18

2023年10月期 7,841 4,748 60.6 193.05

（参考）自己資本 2024年10月期 3,866百万円 2023年10月期 4,748百万円

※  注記事項
（１）期中における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要
１．2024年10月期の個別業績（2023年11月１日～2024年10月31日）

（２）個別財政状態

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載した予測数値は、現在入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確実な要素を含んで
おります。実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。業績予測の前提となる条件及び業績予想のご
利用にあたっての注記事項等については、添付資料４ページ「１.経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧く
ださい。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度（2023年11月１日～2024年10月31日）における我が国経済は、2024年7-9月期のＧＤＰ成長率が、

前期比で実質0.3％増（年率換算1.2％増）と２四半期連続のプラス成長となりました。国内においては、雇用・所得

環境の改善により個人消費が堅調に推移するとともに好調なインバウンド需要の拡大を背景に景気の緩やかな回復が

続いておりますが、円安や異常気象による物価高、人手不足が経済に与える影響が引き続き懸念されております。ま

た、海外においてはウクライナ情勢や中東情勢が膠着化している中、注目された米国大統領選挙は接戦との事前予想

に反し、トランプ氏が圧勝で返り咲く結果となりました。外交・通商政策における大きな変化も予測され、先行きは

不透明な状況にあります。

このような環境の中、情報・印刷事業におきましては、新規顧客からの受注を積極的に取込み、ＥＣサイト経由か

らの注文も底堅く推移しましたが、アナログ情報媒体の苦戦などの影響があり、トータルでは受注減になりました。

その結果、セグメント売上高は8,071百万円（前年同期比1.0％減）に止まりました。利益面においては、原材料費や

物流費の増加は価格改定が浸透したことにより一定程度抑制されましたが、業務効率化のために導入した新基幹シス

テムの償却費用の増加、新規大口得意先獲得のため、新規設備稼働に先行して行った外注生産による一時的な費用増

加等もあり、セグメント利益は286百万円（前年同期比44.4％減）となりました。デジタル印刷の受注については、

ＥＣサイト「プリントモール」経由の受注が伸びており、サイトの運営に注力致します。また、当社製品のＰＲサイ

ト「賢者の販促」及び「賢者のＤＭ」を通じて得た営業リードからの商談の成果が着実に出始めており、外部の営業

支援会社を活用しながら受注件数の増加を図ってまいります。更に、新規設備の稼働体制のさらなる有効利用を図る

とともに生産設備の合理化によるコスト削減を促進してまいります。

知育事業におきましては、第４四半期は幼稚園の夏休み等の影響により例年売上は低調に推移しますが、今年は例

年以上の大幅な売上減となりました。９・10月においてもその傾向が続き結果としてマイナスをカバーするまでには

至らず、セグメント売上高は720百万円（前年同期比18.5％減）、セグメント利益は129百万円の損失（前年同期は

132百万円の損失）となりました。この要因としては、代理店売上の減少と売上・利益面で大きなプラス要因となっ

ている中国向け版権の販売落ち込みが挙げられます。出版部門においては、新刊は無いものの小学校の教科書に参考

書籍として取り上げられた書籍の増刷が多かったことや図書館向け書籍の評価が高く売上は順調に推移しました。今

後は過去の豊富なコンテンツを活かし量販店向け書籍の発刊や絵本のサブスクなどに注力してまいります。幼保部門

においては、少子化の影響もあり全体の購買量の減少が顕著になってきており、新たな横展開ビジネスとして園の先

生及び園児の父兄向け物品販売を強化し、今まで取扱いの無かった給食室向け商品の取組みも始めてまいります。並

行して、在庫の調整や原価の見直しなどコスト削減を徹底し、黒字化を実現してまいります。

通信販売事業におきましては、選択と集中により折込チラシを縮小し、レスポンス率の高い販売チャネルに絞った

受注を強化するとともに成果報酬型広告の投入を進めた結果、セグメント売上高は54百万円（前年同期比1.2％

減）、セグメント利益は37百万円の損失（前年同期は45百万円の損失）となりました。引き続き成果報酬型広告やＳ

ＮＳの活用を進め費用対効果を向上させてまいります。また、新たに新商品の投入を開始しており、既存商品とのク

ロスセル販売を展開しながら受注拡大を目指してまいります。

以上の結果、当連結会計年度の売上高は8,600百万円（前年同期比2.4％減）、営業損失は213百万円（前年同期は

営業利益14百万円）、経常損失は170百万円（前年同期は経常利益15百万円）、親会社株主に帰属する当期純損失

は、特別利益として投資有価証券売却益152百万円を計上した一方、特別損失として助成金返還損190百万円や特別調

査費用等123百万円、更に減損損失78百万円等を計上したことにより436百万円（前年同期は親会社株主に帰属する当

期純利益2百万円）となりました。
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2020年10月期 2021年10月期 2022年10月期 2023年10月期 2024年10月期

自己資本比率 29.7 32.9 36.9 38.7 38.4

時価ベースの自己資本

比率
29.7 36.5 29.4 29.4 32.8

キャッシュ・フロー対

有利子負債比率
7.1 3.9 6 10.8 -

インタレスト・

カバレッジ・レシオ
9.4 16.4 11.1 5.8 -

（２）当期の財政状態の概況

（資産、負債及び純資産の状況）

　当連結会計年度における総資産は9,293百万円と、前連結会計年度に比べ1,876百万円減少いたしました。これは

主として、現金及び預金の減少1,628百万円、投資有価証券の減少438百万円によるものであります。

　負債は5,723百万円と、前連結会計年度に比べ1,148百万円減少いたしました。これは主として、未払金の減少

634百万円、長期借入金の減少524百万円によるものであります。

　純資産は3,570百万円と、前連結会計年度に比べ728百万円減少いたしました。これは主として、利益剰余金の減

少485百万円、その他有価証券評価差額金の減少234百万円によるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ1,628百

万円（前年同期比44.9％）減少し1,999百万円となりました。当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状

況とそれらの要因は次のとおりであります。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

　営業活動の結果使用した資金は、481百万円（前連結会計年度は245百万円の収入）となりました。これは主とし

て、税金等調整前当期純損失430百万円、減価償却費232百万円、仕入債務の増加額201百万円、投資有価証券売却

益152百万円によるものです。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

　投資活動の結果使用した資金は、563百万円（前連結会計年度比357百万円の増加）となりました。これは主とし

て、有形固定資産の取得による支出646百万円、投資有価証券の売却による収入251百万円によるものです。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

　財務活動の結果使用した資金は、583百万円（前連結会計年度比166百万円の増加）となりました。これは主と

て、長期借入金の返済による支出593百万円、リース債務の返済による支出164百万円、セール・アンド・リースバ

ックによる収入223百万円によるものです。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

（注）自己資本比率：自己資本／総資産

      時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

    　キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

    　インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。

（注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを使用しております。

 （注４)有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利息を支払っている全ての負債を対象として

　　　　おります。
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（４）今後の見通し

　　　主力の情報・印刷事業におきましては、紙媒体市場の縮小が続く中、デジタル印刷市場は着実に拡大しておりま

す。当社は、他社に先んじて導入したデジタル印刷設備の強みを活かすために、新たな価格戦略を取り入れ、ＥＣサ

イトからの受注拡大を図るとともに新規取引先の開拓に注力してまいります。また、従来から「賢者の販促」や「賢

者のＤＭ」を通じ獲得したリードからの営業展開を行ってまいりましたが、11月からは新たに営業支援を行う部門を

設け、営業活動の効率化と拡大を図ってまいります。また、新たに取得した加須工場のさらなる有効活用を図り、利

益拡大を図ります。

知育事業におきましては、出版部門は書店の閉店、読者数の減少など引き続き厳しい状況が続くことが予想されま

すが、量販店向けの出版物への過去コンテンツの供給及び絵本のサブスク等に注力することにより採算の改善を図り

ます。幼保部門も少子化に伴う幼保園の淘汰が進み厳しい状況にありますが、新たなマーケットの開発に積極的に取

り組んでまいります。具体的には、従来のＢtoＢから園の先生や園児の父兄向けの商品開発に注力するとともに、新

たな市場として給食室向け商品開発を進めてまいります。

通信販売事業におきましては、原価率の低い商品をレスポンス率の高い販売チャネルで販売する活動を強化しつつ

成功報酬型広告やＳＮＳを活用し、収益を改善してまいります。また、新商品を積極的に投入し、既存商品とのクロ

スセル販売を展開しながら受注件数の底上げを図り、早期に顧客名簿集めの段階から攻めの営業に転じることが出来

るよう取り組んでまいります。

以上により、次期（2025年10月期）の連結業績は、売上高9,000百万円、営業利益100百万円、経常利益120百万

円、親会社株主に帰属する当期純利益50百万円を見込んでおります。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　当社は、事業拡大や経営体質の強化を図るために必要な資金を内部留保しつつ、安定した配当を継続して行うこと

を基本方針としておりますが、当期の配当につきましては、業績状況及び今後の財務リスクへの備え等を総合的に勘

案し、誠に遺憾ではございますが無配とさせていただきます。なお、次期の配当につきましては、今後の経営環境、

業績見通し等を総合的に勘案し、１株あたり２円を予定しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、現在国内事業が主であり、会計基準につきましては日本基準を適用しております。なお、IFRS（国

際財務報告基準）の適用については、海外事業及び国内外の情勢を考慮し適切に対応していきます。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2023年10月31日）

当連結会計年度
（2024年10月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,145 2,517

受取手形及び売掛金 1,501 1,361

商品及び製品 291 298

仕掛品 116 98

原材料及び貯蔵品 202 181

その他 116 101

貸倒引当金 △0 △1

流動資産合計 6,373 4,556

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,566 3,621

減価償却累計額 △2,718 △2,683

建物及び構築物（純額） 848 937

機械装置及び運搬具 6,835 6,878

減価償却累計額 △6,646 △6,601

機械装置及び運搬具（純額） 188 277

土地 1,620 1,734

リース資産 797 397

減価償却累計額 △483 △119

リース資産（純額） 313 278

建設仮勘定 21 －

その他 471 522

減価償却累計額 △448 △467

その他（純額） 23 55

有形固定資産合計 3,017 3,283

無形固定資産

その他 125 253

無形固定資産合計 125 253

投資その他の資産

投資有価証券 1,385 947

その他 280 264

貸倒引当金 △12 △12

投資その他の資産合計 1,654 1,200

固定資産合計 4,797 4,737

資産合計 11,170 9,293

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2023年10月31日）

当連結会計年度
（2024年10月31日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 527 486

電子記録債務 1,449 1,717

１年内返済予定の長期借入金 593 524

リース債務 323 136

未払金 1,042 408

未払法人税等 17 13

賞与引当金 32 31

その他 254 124

流動負債合計 4,241 3,442

固定負債

長期借入金 1,505 980

リース債務 240 440

退職給付に係る負債 352 339

繰延税金負債 464 358

資産除去債務 12 12

その他 55 149

固定負債合計 2,631 2,280

負債合計 6,872 5,723

純資産の部

株主資本

資本金 1,667 1,667

資本剰余金 1,758 1,758

利益剰余金 272 △213

自己株式 △7 △7

株主資本合計 3,692 3,206

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 551 316

退職給付に係る調整累計額 55 47

その他の包括利益累計額合計 606 364

純資産合計 4,298 3,570

負債純資産合計 11,170 9,293
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（自　2022年11月１日

至　2023年10月31日）

当連結会計年度
（自　2023年11月１日

至　2024年10月31日）

売上高 8,816 8,600

売上原価 7,157 7,133

売上総利益 1,659 1,467

販売費及び一般管理費 1,645 1,680

営業利益又は営業損失（△） 14 △213

営業外収益

受取利息 1 2

受取配当金 25 30

受取賃貸料 19 22

持分法による投資利益 － 2

受取保険金 14 0

補助金収入 3 9

その他 14 16

営業外収益合計 79 84

営業外費用

支払利息 41 35

不動産賃貸原価 4 5

持分法による投資損失 11 －

支払手数料 15 0

その他 5 0

営業外費用合計 78 42

経常利益又は経常損失（△） 15 △170

特別利益

固定資産売却益 0 －

投資有価証券売却益 － 152

特別利益合計 0 152

特別損失

上場契約違約金 － 14

固定資産売却損 － 3

固定資産除却損 0 3

投資有価証券評価損 1 －

減損損失 － 78

助成金返還損 － 190

特別調査費用等 － 123

特別損失合計 2 412

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損

失（△）
13 △430

法人税、住民税及び事業税 10 6

法人税等調整額 0 △0

法人税等合計 11 6

当期純利益又は当期純損失（△） 2 △436

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に

帰属する当期純損失（△）
2 △436

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（自　2022年11月１日

至　2023年10月31日）

当連結会計年度
（自　2023年11月１日

至　2024年10月31日）

当期純利益又は当期純損失（△） 2 △436

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 165 △234

退職給付に係る調整額 10 △7

その他の包括利益合計 175 △242

包括利益 178 △679

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 178 △679

（連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,667 1,758 319 △7 3,738

当期変動額

剰余金の配当 △49 △49

親会社株主に帰属する当期純利益 2 2

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額）

当期変動額合計 － － △46 － △46

当期末残高 1,667 1,758 272 △7 3,692

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券

評価差額金
退職給付に係る

調整累計額
その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 385 45 430 4,169

当期変動額

剰余金の配当 △49

親会社株主に帰属する当期純利益 2

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額）

165 10 175 175

当期変動額合計 165 10 175 128

当期末残高 551 55 606 4,298

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2022年11月１日　至　2023年10月31日）
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（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,667 1,758 272 △7 3,692

当期変動額

剰余金の配当 △49 △49

親会社株主に帰属する当期純損失
(△)

△436 △436

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額）

当期変動額合計 － － △485 － △485

当期末残高 1,667 1,758 △213 △7 3,206

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券

評価差額金
退職給付に係る

調整累計額
その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 551 55 606 4,298

当期変動額

剰余金の配当 △49

親会社株主に帰属する当期純損失
(△)

△436

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額）

△234 △7 △242 △242

当期変動額合計 △234 △7 △242 △728

当期末残高 316 47 364 3,570

当連結会計年度（自　2023年11月１日　至　2024年10月31日）

- 10 -

株式会社ウイルコホールディングス（7831）2024年10月期　決算短信



（単位：百万円）

前連結会計年度
（自　2022年11月１日

至　2023年10月31日）

当連結会計年度
（自　2023年11月１日

至　2024年10月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純

損失（△）
13 △430

減価償却費 135 232

持分法による投資損益（△は益） 11 △2

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △4 △21

受取利息及び受取配当金 △27 △33

支払利息 41 35

上場契約違約金 － 14

助成金返還損 － 190

特別調査費用等 － 123

投資有価証券売却損益（△は益） － △152

固定資産売却損益（△は益） △0 3

減損損失 － 78

売上債権の増減額（△は増加） △73 140

棚卸資産の増減額（△は増加） 127 32

仕入債務の増減額（△は減少） 30 201

未払金の増減額（△は減少） △34 △617

その他 84 43

小計 305 △162

利息及び配当金の受取額 27 34

利息の支払額 △42 △35

助成金の返還額 － △190

特別調査費用等の支払額 － △121

法人税等の還付額 4 17

法人税等の支払額 △49 △23

営業活動によるキャッシュ・フロー 245 △481

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △130 △646

有形固定資産の売却による収入 0 74

無形固定資産の取得による支出 △72 △193

投資有価証券の売却による収入 － 251

その他 △4 △48

投資活動によるキャッシュ・フロー △206 △563

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 600 －

長期借入金の返済による支出 △800 △593

セール・アンド・リースバックによる収入 － 223

リース債務の返済による支出 △166 △164

配当金の支払額 △49 △48

財務活動によるキャッシュ・フロー △416 △583

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △377 △1,628

現金及び現金同等物の期首残高 4,005 3,627

現金及び現金同等物の期末残高 3,627 1,999

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

(追加情報）

(雇用調整助成金の会計処理及びそれに伴う固定資産の減損）

　当社は、石川労働局の調査において、当社及び連結子会社である株式会社ウイル・コーポレーションにて2020年４

月から2023年１月までに受給した雇用調整助成金について、支給申請手続の一部に精査が必要となる疑義が発生した

ため社内調査を行った結果、勤怠管理を含む管理体制の不備に起因する助成金申請内容と社内管理記録との間の不整

合が判明したことから、石川労働局に対し雇用調整助成金を自主返還するとともに事実関係の解明のために2024年４

月23日に第三者委員会を組成いたしました。

　第三者委員会においては、当事案に係る事実関係の調査、原因究明及び再発防止策の検討を行い、当社は2024年７

月８日に報告書を受領しました。

　当社グループは、当時受給した雇用調整助成金について売上原価もしくは販売費及び一般管理費を減額する会計処

理を行っておりましたが、当社は、当該報告書の内容を踏まえ、雇用調整助成金返還額860百万円のうち、違約金及

び延滞金を除く669百万円を過年度の連結財務諸表に遡及して取消修正いたしました。

　また当社は、その判断に伴い、2020年10月期連結会計年度に、情報・印刷事業セグメント及び全社の固定資産に対

して減損損失の認識の判定を再実施した結果、1,843百万円の減損損失を計上することといたしました。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

連結財務諸表
計上額

（注）２
情報・印刷

事業
知育事業 通信販売事業 計

売上高

外部顧客への売上高 7,876 884 55 8,816 － 8,816

セグメント間の内部売

上高又は振替高
277 0 － 278 △278 －

計 8,154 884 55 9,094 △278 8,816

セグメント利益又は損失

（△）
515 △132 △45 337 △323 14

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前連結会計年度（自　2022年11月１日　至　2023年10月31日）

１．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額△323百万円は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用

であります。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

連結財務諸表
計上額

（注）２
情報・印刷

事業
知育事業 通信販売事業 計

売上高

外部顧客への売上高 7,825 720 54 8,600 － 8,600

セグメント間の内部売

上高又は振替高
246 － － 246 △246 －

計 8,071 720 54 8,846 △246 8,600

セグメント利益又は損失

（△）
286 △129 △37 120 △333 △213

　　　　　Ⅱ　当連結会計年度（自　2023年11月１日　至　2024年10月31日）

　　　　　　１．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額△333百万円は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用

であります。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「情報・印刷事業」セグメントにおいて、固定資産の減損を計上しております。なお、当該減損損失計

上額は当連結会計年度において78百万円であります。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

報告セグメント
合計

情報・印刷事業 知育事業 通信販売事業

印刷 7,876 － － 7,876

物販 － 686 55 741

書籍・教材 － 197 － 197

顧客との契約から生じる収益 7,876 884 55 8,816

その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 7,876 884 55 8,816

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

報告セグメント
合計

情報・印刷事業 知育事業 通信販売事業

印刷 7,825 － － 7,825

物販 － 547 54 602

書籍・教材 － 172 － 172

顧客との契約から生じる収益 7,825 720 54 8,600

その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 7,825 720 54 8,600

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前連結会計年度（自　2022年11月１日　至　2023年10月31日）

当連結会計年度（自　2023年11月１日　至　2024年10月31日）
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前連結会計年度
（自　2022年11月１日

至　2023年10月31日）

当連結会計年度
（自　2023年11月１日

至　2024年10月31日）

１株当たり純資産額 174.75円 145.14円

１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損

失金額（△）
0.11円 △17.76円

項目
前連結会計年度

（自　2022年11月１日
至　2023年10月31日）

当連結会計年度
（自　2023年11月１日

至　2024年10月31日）

１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損

失金額（△）

親会社株主に帰属する当期純利益金額又は親会社

株主に帰属する当期純損失金額（△）（百万円）
2 △436

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益

金額又は普通株式に係る親会社株主に帰属する当

期純損失金額（△）（百万円）

2 △436

普通株式の期中平均株式数（千株） 24,598 24,598

（１株当たり情報）

（注）１　潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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